
※周囲の方と距離をとり、着席してお待ちください。

出 展 社 説 明 会

2/10 Thu. 16:00～



出展社説明会 アジェンダ

本日の流れ

1 主催者代表挨拶

2 企画概要説明

出展ガイダンス、提出書類について

4

3 来場者誘致施策

5

閉会後

新型コロナウイルス感染症対策について

ー休憩ー

質疑応答／会場見学ツアー

施工・電気関係 個別相談会

開催概要、会場レイアウト、主催者特別講演、サポーターズ、
来場者受付システムについて

（ホワイエにて）

（受付前集合）



• 出展の手引き

• 新型コロナウイルス感染症対策について

• 提出書類1～13

• 小間図面／Pit図面

• 崎陽軒お弁当申し込み書

• ヤマトBOXチャーター便

• 近鉄コスモスのご案内

不足資料がある場合は、挙手にてお知らせください。

配布資料の確認



ジャパントラックショー2022概要

開催概要

会期
2022年5月12日（木）、5月13日（金）、5月14日（土）
10:00～18:00／最終日は17:00にて終了

会場 パシフィコ横浜 展示ホール、屋外

国土交通省、公益社団法人全日本トラック協会、一般社団法人
日本3PL協会、日本貨物運送協同組合連合会、独立行政法人中
小企業基盤整備機構、日本貿易振興機構（ジェトロ）、神奈川
県、横浜市ほか、各都道府県トラック協会など

137社／485小間(現時点） 50,000人（想定）

国土交通省、各都道府県トラック協会をはじめ、全40団体からのご後援をいただいております。

後援

主催 一般社団法人国際物流総合研究所

規模 来場者

事前・当日登録で無料料金



ジャパントラックショー2022概要

「物流、新時代へ」

自動運転、IoTなどハード・ソフト面での技術革新
はもちろん、AfterコロナやSDGsなどへの対応で、
ますます変化を求められる物流業界。

ジャパントラックショーは、そんな新しい時代を生
き抜くための最新情報や技術を発信する展示会であ
りたい。
そんな願いを込めて、テーマを設定いたしました。

今回のテーマを軸に、主催者特別講演などでも新時
代を生き抜く戦略など、多彩な講師陣にご登壇いた
だく予定です。

展示テーマ



会場レイアウトについて

・大型トラックメーカー様など15コマ以上のコマを左壁際～正面奥に配置
・架装メーカー様やレッカーメーカー様などの9コマから15コマまでのコマを中腹に配置
大型小間を奥、基礎小間を手前に配置することで、来場者にとって見やすいレイアウト設計に。

メーカーなど大規模小間ゾーン

架装、レッカー、整備関係など中規模小間ゾーン

基礎小間エリア 部品・用品関係
エリア

屋外コンコース

架装・
レッカー
などピロ
ティ

※実演あり



主催者特別講演について

A会場
アネックスホール

アネックスホールを使用

B会場
アネックスホール

A会場（主に国交省、メーカー関係） B会場（主に物流企業関係）

物流新時代を支えるトラックメーカーの取り組み
（コネクティッド、自動運転など）

物流新時代をテーマにいま取り組むべき企業戦略
（物流企業大物経営者パネルディスカッション）

OBD車検等変革期を迎える商用車整備（国土交通省） 拡大するEC物流の今後について（メーカー系物流）

欧州トラック輸送のSDGs対応について（架装メーカー） 女性経営者陣が実践するドライバー雇用の戦略的取り組
み（物流企業）

「物流 新時代を生き抜くための戦略」

主催者特別講演・パネルディスカッションについて

講演内容（予定）



主催者特別企画 「集まれ！トラックキッズ」

ジャパントラックショー スタンプラリー

カードに書かれたヒントをもとに、会場内の
ポイントを回遊。スタンプを集めたキッズに
はプレゼントが当たる企画。

ノベルティなどプレゼントをご提供していただく出展社様

ぜひご協力お願い申し上げます。

パブリックデー（5/14 Sat.）

最終日はパブリックデーとして、一般の方のご来場も促進。
トラックや物流に親しむ機会をご提供することで業界の活性化を図ります。



来場者受付システムについて

・来場者受付システムにQRコード付きの来場者パスを採用。
・事前入場登録を行った来場者は、受付での手続きなく入場が可能（密回避）。

来場者 事前登録

会場入口 出展社ブース 展示会後

ご担当者様

来場者 事務局より
名刺情報ご納品

⚫ ご希望の出展社様に、QRコードリーダーをレンタルいたします。

⚫ スキャンした名刺情報（CSV形式）のご納品は、会期後となります。

来場者登録システム

当日登録

or

QRコード付き 来場者受付システムについて

来場者受付ワークフローについて

有料オプション



ジャパントラックショーサポーターズについて

大手～中堅の運送会社が加盟し、展示会への積極的な来場誘致をはじめ、業界内外の幅広い交流を
通じてご支援いただいております。

サポーターズ同士の交流の場、休憩場所としてラウンジを設置。VIP待遇の演出。
サポーターズ企業の同伴につき入場可。※営業活動は禁止

メーカーとユーザーが双方向にコミュニケーションを図り、これからの物流社
会を共に創り上げる展示会を目指すために、ユーザーの積極的な関与を促進す
るための一つの施策です。

出展社様からの要望もあり、一目でサポーターズ企業と判断できるよう専用来場者
バッチを配布。よりスムーズな商談を実現できます。

500社突破！物流企業のトラックショー応援団「サポーターズ」

サポーターズラウンジの設置

サポーターズ専用招待券／パスの発送



メーカー・ユーザー懇親会について

会期初日の夜、サポーターズを中心とした物流企業と出展社様の懇親会を行います。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては中止の可能性もございます。
※ソーシャルディスタンスを確保できるよう、2018年の2倍規模の会場を確
保しております。

サポーターズとメーカーの交流をより深めるために

日時 2022年5月12日（木）18:30～

会場 横浜ベイホテル東急

人数 一社 3名様まで

料金 ご招待



来場者誘致施策について＞招待券の活用

出展社向け
300,000部

サポーターズ 向け
50,000部

約500社のサポーターズ各社に招待券を無償提供

協力会社などへの招待券配布も依頼。

全トラ、各都道府県
トラック協会への配布

120,000部

「広報とらっく」へ招待券同封
（全国トラック協会発行 約63,000部）。
各都道府県のトラック協会広報誌への招待券同封など、トラ協
経由での加盟物流企業への展開を要請。

過去来場者、主催者
ネットワーク
など30,000部

過去来場者のうち物流・業界関係者、国際物流総合研
究所会員などのネットワークへ主催者より直接誘致

1社あたり基本提供数500枚として、

小間数によって1小間あたり追加500枚を無償提供。



物流・業界関係者向け施策

＜全国紙＞
日本経済新聞、日経産業新聞、日経MJ

＜業界紙＞
日刊自動車新聞、輸送経済、運輸新聞
物流Weekly、交通毎日新聞など

記事掲載＞物流ニッポン、カーゴニュースほか業界専門誌

新聞広告

物流企業、荷主向けのPRを拡大するため、出稿量を拡張
特集タイアップも継続。広告掲載、広報強化による記事掲載も獲得。

＜雑誌その他＞
トラックマガジン「フルロード」、
「カミオン」、「トラック魂」などの雑誌媒体。

業界紙



物流・業界関係者向け施策

■JTS WEBサイト、公式SNSでの情報発信

■Google、Yahoo！などのWEB広告予算を強化
→デジタル広告の強化
→ランディングページの内容充実を図り、事前登録を促進

■フルロードweb、LogisticsTodayなど
トラック、物流関係のWEBメディアとの連携
→連載記事UP、出展社特集などの継続発信
→ディスプレイバナーなどの展開

■トラックyoutuberとのコラボPR
→人気トラックyoutuberへの協力依頼済み
→会期前から期待感を醸成するコラボコンテンツを配信
→搬入～会期中のレポーティングで、オンライン発信を強化

WEB広告



その他の集客施策

物流企業、トラックドライバー向けに、商用車の利用が多い
サービスエリアなどの新規媒体への広告出稿を検討

■SA,PAでの広告展開
→商用車利用の高いSA、PAの

シャワーブースなどで
ドライバー層へリーチ

→招待券の配布なども検討

ドライバー
向け

交通広告／駅貼り広告など（車内中吊り、ドア横など）
→パシフィコ横浜の近隣駅を通り、京浜工業地帯を通る路線
などでの広告出稿を検討
※新型コロナウイルス感染症の影響をふまえ、出稿は要検討

一般向け

・物流・業界関係者向け広告量を増加→BtoBの来場者誘致を強化
・デジタルメディア、SNSなどの積極的な活用→事前来場者登録を促進



新型コロナウイルス感染症対策について

主催者が実施する感染症対策

全参加者へのお願い

全スタッフの

マスク着用 手指の消毒 検温の実施

会場内の換気
ソーシャル
ディスタンス

の確保
飛沫感染防止

アルコール
の制限

大声、歓声
の禁止

・接触確認アプリ「COCOA」
・神奈川県LINEコロナお知らせシステム

ご登録をお願いします。

入場規制



新型コロナウイルス感染症対策について

出展社の皆様へお願い

全スタッフの

関係者リストの作成

【対象期間】
搬入～会期～搬出までの期間

【対象者】
ブース設営撤去、運営に関わった
全スタッフ

【作成・保管】
氏名、連絡先、体温・体調を記録
協力会社などの分を含め全スタッフ
分を出展社が管理

【フォーマット】
JTS公式サイト ダウンロードページ

★提出を求められた際、速やかにご提出いただけるよう、日にちごとにシートを
分けてご入力いただき、保管してください。



新型コロナウイルス感染症対策について

体調不良を感じたら

マスク着用
運転席・ハンドルなど
展示物のこまめな消毒

手洗いの励行
手指の消毒

検温
体調管理の徹底

待機列はブース内で
ソーシャルディスタンス
を確保してください

救護室をご用意しています。運営スタッフにお声がけください。

各ブースでのご対応のお願い

自社関係者内で感染者が発生した場合
速やかに担当者様より事務局へご連絡ください。















































ご清聴ありがとうございました。

この後、個別の質疑応答・施工相談を承ります。

企画に関しては前方の事務局スタッフ、

施工・電気関係については後方へお願いいたします。

また、展示ホールを見学するツアーを予定しております。

展示ホールをご確認いただきたい方は、

10分後に受付付近にお集りください。


